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◆新年明けまして おめでとうございます◆ 

元旦に「新年互礼会」が開かれました！ 
 

 

■西学区の皆様,新たな年をお迎えのこととお喜び申し上げます。西学区まちづくり推進委員会では 

元旦の９時３０分に西公民館で「新年互礼会」が,地域の皆様・学区内各種団体より８７名の参加を頂き 

盛大に開かれました。年始に当り公民館に会してお互いに礼をつくそうと毎年行われています。 

 新年互礼会では長年地域に貢献され,西学区民として明るく住みよいまちづくりを積極的に推進し

て来られた方へ,“西学区民賞”の表彰を行うなど,終始和やかな雰囲気の中,新年にお祝いをして,感謝

の意を表しています。 

 今年も西学区まちづくりにご協力の程を,よろしくお願い致します。 
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― 高めあう 人権感覚 確かな未来 ― 

年男・年女の皆さま 和気あいあいの歓談風景 万歳三唱 
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■今年も１２月２９日（日）9：00～10：00 に，佐波町の宇ノ木俊 

治さんと小林茂さんが，竹と松と南天を山から切り出して， 

約１時間かけて見事な門松を作って下さいました。また松浦

光明さんには手作りでしめ飾りを作って頂き,西公民館の玄

関に飾りました。 

■お正月の非日常的な風習を調べてみました。民俗学では，

年神様やご先祖・田の神・山の神は「門松」を依り代にして,初

日の出に，しめ縄で清められた家の門松を目印に来られます。

家でお供えしたお餅（鏡餅）に宿り，おせち料理をお供えして,

お餅を入れた雑煮と共に頂くと年神様の力を得るので，一年

の疲れた気力（ケ）がリフレッシュする（ハレ）と言われています。 

 

■日本のお正月風景 

 

■門松としめ飾りを作って頂いて，益々活気あふれるまちづくりに取り組むことが出来ます。有難うご

ざいました。 

 
 

◆西学区民賞◆ 
受賞おめでとうございました！ 

 

 

 

 
草戸山公園の初日の出 

 

 
松だけの門松と注連縄 

 

 
  鏡 餅 

 

 
 おせち料理 

 

 
  雑 煮 

名  前 推薦団体 

石井 文子 まちづくり推進委員会 

大原 早苗 西学区女性会 

荻原 勇二郎 西町協和会町内会 

神島町ボラン 

ティアの皆さま 
西小学校ＰＴＡ 

金山 恭子 西学区女性会 

小林 義忠 長者町親和会町内会 

坂本 雄俊 池之渕町内会 

坂本 稚一 本庄中二丁目町内会 

杉野原 哲志 佐波町内会 

中谷 隆夫 長者町親和会町内会 

西江 正宣 佐波町内会 

●門松としめ飾りで 公民館は お正月● 

門 松 しめ飾り 

 

●善行市民賞● 
善行市民７４人・１6団体・ 

文化体育４人表彰 

 福山，まちづくりなどに貢献！ 

■福山市では，村上カヨ記念基金条例に基づき，

明るく住みよいまちづくりに功績があった市民を 

“善行市民”として顕彰しています。この度，西学区

から３名の人が推薦を受けました。２０１９年 12月 14

日（土）ふくやま芸術文化ホールリーデンローズ

で開かれた「第 52 回福山明るいまちづくり推進

大会」で，市長から表彰を受けられました。 

賞 名 名 前 推薦団体 

バ ラ 賞 来山 伸 西小学校 

せんだん賞 高橋 正憲 
福山市民生児童

委員協議会 

せんだん賞 岸守 良雄 西学区 

 

 

 

 

 － 助け合い 人と人を つなぐ糸 － 
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年末特別警戒激励！ 
 

■12 月 26 日（木）午後 8 時から西町の西小学校の体育館で,福山市消防団第 3 方面隊

（霞・南・西分団）の年末夜警の巡視がありました。第 3 方面隊の消防団員 46 名と消防車

6 台,各地域の消防団支援者 21 名が雨の中を集結しました。 

◆巡視が始まる 15分前には,消防団員全員が体育館中央に列をなして,市内の各方面隊

を巡視する福山市長・東警察署長・福山市消防団長をお迎えしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆全員が整列して,まず各分団長から現状報告がありました。次に福山市長代行中島副

市長と東警察署長から,消防団員に懇ろなご挨拶と地域支援者にお礼の言葉がありまし

た。残念なことに,今日は雨天のため消防車両の披露は省略されました。 

 

◆終りに当り 29 日まで事故なく無事に防火防犯の夜警が終了するように,互礼をしまし

た。福山市の代表者は次の方面隊へ行かれました。 

◆私たち一般市民が火災から安心して暮らせるのは，消防団員の陰で活躍する勇敢で

崇高な精神が守っているからだと,感謝せずにはおれませんでした。何故なら,巡視を迎

える消防団員の終始規律正しい姿勢と敬礼動作の中に暗に語られていたからです。 

◆江戸時代の初期から続く「火の用心！」の掛け声を，皆で大切にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の幹部を迎えての激励 

副市長の挨拶 

東警察署長による消防団員と地域支援者への挨拶 

12/29(日)西分団第 2 班夜警 西小集合出発 12/28（土）西分団第 1班夜警 駅前巡回 

巡視の方々をお迎えしての激励の様子 

副市長挨拶 
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戸締り用心 火の用心！ 
■１２月の下旬，地域の人々が拍子木を打ちながら町内を

「火の用心！」と掛け声をかけて，夜回りをしている「町内

夜警活動」を取材しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本庄中二丁目町内会の夜警 

 西町協和会 12月 28日（土）２１時 30分，西町協和会集会所で伊達町

内会長が夜警の準備として，部屋を暖めて茶菓子の用意をしていまし

た。初めての夜警の実際を見せて頂けるとわくわくしました。協和会の

昔の夜警は若者の年末の親睦の場だったと言われました。ドラム缶で火

を焚いてスルメと餅を焼いてミカンを食べて，年に一回顔を会わせるの

が何よりの楽しみだったそうです。今は町内１～７組を半分にして隔年交

替で，１２月の２８・２９・３０日 22時から１時間実施されています。毎日２２時に

４名集合して２名ずつ３０分夜回りをします。町内一周して詰所でお茶を

のみながら歓談して解散されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西桜町 １２月 29 日（日）20 時，西桜町集会所に８人の夜警ボラン

ティアが集まっていました。「夜警の取材」で来た旨を告げて皆さ

んからお話を聞きました。歴史は古くて毎年 12 月 28,29,30 日に集

まって 20,21,22 時３０分夜警をされています。人集めは回覧板で募

集して，今回８人が２人一組で，拍子木を打ち懐中電灯をつけて「火

の用心！」の掛け声で夜回りしておられます。接待は茶菓子程度で

井上誠町内会長がお世話をされていました。みんなが寄っての歓

談が最高だそうです。女性の参加申し込みがありましたが，夜遅く

なるので今は遠慮してもらっています。 

池之渕 12月 29日（日）20時，池之渕町内会館の

玄関に門松があり夜警の看板が設置してありまし

た。近藤俊一町内会長に挨拶するとお手伝いの方

から温かい「甘酒」を振舞っていただきました。池之

渕は４人 3 班に分かれて,決められたコースを拍子

木を打ち「火の用心」の掛け声で2周されます。１５人

の夜警ボランティアは詰所で甘酒に舌鼓を打ちな

がら和やかな一時を過ごされていました。  

本庄中二丁目 12 月 29 日（日）21 時 20 分頃,夜

中に拍子木の音と「火の用心！」の声。追いかけて

行くと夜警の人でした。28,29,30日の21時から３０人

の有志が年末防火防犯巡回夜警をしていました。◆

この夜警は 20年前に町内に「付け火」があったのが

契機で，男女を問わず有志が集まって「火の用心」と

防火防犯の大切さを呼びかけています。◆夜警が終

わると詰所で,お茶を呑みながら町の行く末を語り

合います。若い者と高齢者が仲睦まじく町内の安心

安全に取組んでいる光景を目の当たりにして,素晴

らしい町内の姿を見せて頂きました。 

編集後記 今月号で「新年互礼会」と「夜警」

を特集しましたのは,他者を敬う「礼」と他者

のために尽くす「無私」という二つの『スピリッ

ト』を伝えたかったからです。（西公民館長記） 


